
志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

i

明
治
三
十
七
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で

生

井

知

子

岡
闕
圓
圓
田
閨
關
鬥
囚
H
レ囲
h
M
四
図

(数
え
二
十
二
歳

・
満
二
十

一
歳
)

5

.
1
(
日
)

直
哉

は

一
日
在
宅
。
田
中
平

一
が
来

る
。
昇
之
助

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の
段

の
評
を

「
浄
瑠
璃
」
に
送
る
。
朝
九
時
、
芝
亭
愛
古

が
死
去
。
ボ

ー
ト
仲
間
だ

っ
た
。

(日
記
)

5

.
2
(月
)

大
雨
。
直
哉
は
、
正
親
町
公
和
と
芝
亭

の
家
に
弔
問
。
赤
十
字
社
病
院
に
痔

で
入
院
中

の
川
村
弘
を
見
舞
う

。
昇
之
助
姉
妹
三
人

の
写
真

が
載

っ
た
雑
誌

(「
浄
瑠
璃
と
文
芸
」、
4

・
30
川
村
弘
日
記
)
を

貰
う

。

(日
記
)
(
『興
津
』
)
(正
親
町
公
和

『義
太
夫
好
き
だ
つ
た
弘
君
』
『芳
舟
遺

稿
』
)

七
時
過
ぎ

、
田
中
平

一
が
来

て
三
人

で
宮
松

亭

に
行
く
。
万

八

の

「伽

羅
先
代
萩
」
六
段

目

(御
殿
)
、
団
栄

の

「
傾

城
阿
波

の
鳴

門
」
、

小
清

の

「
菅
原
伝

授
手
習
鑑
」
四
段
目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。
(日
記
)

5

.
3

(火
)

直
哉
は
朝

一
時
間
授

業
を
欠
席

。
帰

り
、
三
回
会

の
会
報
を
発
行

。
夜

、
田
中
平

一
、
柴
山
昌
生

、
林

三
郎

の
家

に
行
き
、

タ
ー
ナ
ー
像

を
貰
う

。
(日
記
)

5

.
4

(水

)

朝

、
直
哉

は
井
上
病

院
に
行

っ
た
が
主

人
不
在

。
昼
頃

、
蓬
莢
亭

に
行
く
。
有
島
生
馬
と
赤
十
字
社

に
川
村
弘
を
見
舞

い
、
義
太
夫

の
話

を

す
る
。
終

日
授
業
を
休

む
。

(日
記
)

一
四
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
四
六

5

・
5
(木
)

朝
、
直
哉

は
井
上
病
院

で
注
射

。
「作

文
」

の
課
題
五
題

の
な
か
に

「
菜

の
花
」

の
テ
ー

マ
が
あ
り
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
張
り
に
書
く

(↓

後
の

『菜
の
花
と
小
娘
』
)。
放
課
後
、
三
回
会
を
岡
部
長
景

の
家

で
開
催
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

5

・
6
(金
)

靖
国
神
社
大
祭

で
、
学
習
院
学
生

一
同
参
拝
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
+
八
年
九
月
～
三
+
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」
)

直
哉

は
井

上
病
院

の
帰
り
、
正
親
町
公
和

の
家

に
寄
り
、
靖

国
神
社
を
拝
し
、
中
西
屋

で

『演
劇
史
』
と

,Ω
お
①
屏
類
興
o
Φ
ω
,
を
買

い
、

有
馬

頼
寧

の
別
荘

に
行
く
。
久
本
亭

に
行
く
。
綾
登
司

の

「伽
羅

先
代
萩
」
六
段

目

(御
殿
)
、
吉
花

の

「
契
情
曾
我

廓
亀
鑑
」

(小
磯
ヶ

原
)
、
広
勝

の

「
本
朝

廿
四
孝
」
四
段
目

(+
種
香
)
、
団
昇

の

「
新
版
歌
祭
文

」
野
崎
村

の
段

、
昇

之
助

の

「
菅
原
伝
授
手

習
鑑
」
四
段

目
切

(寺
子
屋
)
を
聞
く
。

(日
記
)

5

・
7

(土
)

直
哉

は
、
終

日
学

習
院

を
休

み
、
午
後

か
ら
有
島
生
馬

の
家

に
行
き
、
増

田
英

一
を
誘

い
、
上
野

の
太
平
洋
画
会
を
見

る
。

田
中
平

一
の

家
に
寄
り
帰
宅

。
田
中
平

一
が
来

て
十
時
ま

で
遊
ぶ
。
(日
記
)

5

・
8

(日
)

二
時
頃
、
直
哉

は
有
島

生
馬

と
、
赤
十
字
社
病

院
に
川
村

弘
を
見
舞
う

。
伊
東
も

や

っ
て
く

る
。
昇
之
助

の
話

で
盛
り

上
が
る
。
直
哉

は

川
村
に

『近
松
之
研
究
』

を
貸
す
。
六
時
頃
帰
宅
。
夕
食
後

、
日
露

戦
争

の
連
戦
連
勝
を
祝
う

提
灯
行
列
を
見

に
行
く

。
琴
平
亭

に
行
く
。

愛
子

の

「
伽
羅
先
代
萩
」
六
段
目

(御
殿
)、
万
八

の

「桜
鍔
恨
鮫
鞘
」

(鰻
谷
)
を
聞

く
。
相
馬

碩
子

.
元
子
が
来
宅
。

(日
記
)
(
『芳
舟
遺

稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
、
5

・
9
川
村
弘
日
記
)

5

・
9
(月
)

朝
よ
り
直
哉
は
授
業
は
休
み
、

一
年
級

の
野
球

の
試
合
を
見
る
。
午
後
井
上
病
院
に
行
く
。
夜
、
田
中
平

一
の
家
に
行
き
、
十
時
頃
帰
宅
。

岩
下
家

一
が
来
宅
、
し
ば
ら
く
話
す
。

(日
記
)

5

・
10
(火
)

直
哉

は
、
朝

、
広

瀬
中
佐
と
志
賀
家

の
墓
参

り
。
学
習
院

で
は
、
林
博
太
郎

の

「独

文
」
は
休
講
、
南
日
恒
太
郎

の

「英
文

」
は
出
席
。

帰
宅
後

、
華
族
女

学
校

の
運
動
会
を
見

に
行
く
。

川
村
弘
か
ら
渋
沢

の
恋
人

は
昇
菊

で
あ
る
と

の
手
紙
を
受
け
取

る
。
川
村

弘
に
二
通
、

有
島
生
馬

に

一
通
、
井
上

に

一
通
手
紙
を
書
く
。

(日
記
)

5

・
11

(水
)

直
哉

は
昼
休

み
、

「
人
と
り
」
を

し
て
遊

ぶ
。

「武
課
」

が
馬
鹿
げ

て
い
や
で
た
ま
ら
な

い
と
思
う
。
晩
、
田
申
平

一
が
来
宅
、
九
時
半
頃



ま
で
遊
ぶ
。
『
コ
リ
ヤ
ー
』
を
岩
倉
道
倶

に
、
『青
年

の
誘
惑
』
を
伊
東

に
貸
す

。
(日
記
)

5

.
12

(木

)

千
秋
季
隆

の

「作
文

」
、
熊
本
謙

二
郎

の

「英
文
」

の
授
業
な
ど
。
直
哉

は
、
熊
本

の
時
間
以
外
は
、

「心
中
天

の
網
島
」
を
読
む
。
昼
休

み
は

「
人
と
り
」
。
正
親
町
公
和

の
家

に
寄
り
、
井
上
病
院

に
行
く
。
晩
、

,日
げ
Φ
田
ω
8
曙

○
ご
○
ぎ

ゆ
皀

..
を
勉
強
す

る
。
大
阪

に
行
く

岩
村
薩
馬

の
送
別

に
、
新
荘

の
家
を
訪
問
。

(日
記
)

有
島
生
馬

が
直
哉
を

通
じ
て
川
村

弘
か
ら

の
昇
菊

の
節
操
に
関
す
る
切
り
抜
き
に
接
し
た
と

い
う
葉
書
が
、
川
村

に
届
く
。

(
『芳
舟
遺
稿
』

所
収
川
村
弘
日
記
)

5

.
13
(金
)

直
哉

は
、
「
コ
ニ
ッ
ク
」
を
始
め

る
。
有
島
生
馬

・
松
平
春

光
と
、
黒
木
三
次
を
見
舞

い
、

四
人

一
緒

に
川
村
弘
を
見
舞
う

。
晩

は

「
冥

途

の
飛
脚
」
上
巻
を
読
む
。

『青
年

の
誘
惑
』

を
白
杉
義
雄
に
、

『後
世

へ
の
最
大

遺
物
』

を
伊

東
に
、
ト
ル

ス
ト
イ
を
田
村

寛
貞

に
貸

す
。

(日
記
)

5

.
14

(土
)

午
後
十

二
時
半
よ
り
、
小
雨

の
中
、
第

一
回
春
季

陸
上
小
運
動
会
を

開
催
。
中
等
学
科

四
年
級
か
ら
高
等

学
科
三
年
級

ま

で
の
ク
ラ
ス

レ
ー

ス
で
は
、

一
位

.
仙
石
政
恒

(高

一
)
、
二
位

・
黒
田
長
敬

(高

一
)
、
三
位

・
松

方
金
次
郎

(中
六
)
。
(
M
37

・
6

「学
習
院
輔
仁
会
雑

誌
」
63
号

「雑
報
」
V

直
哉

は
朝

一
時
間
欠
席
。
昼

か
ら

の
運
動
会

で
は
く
じ
係
。
帰
途
、
直
哉

は
田
中
平

一
と
有
島
生
馬

の
家

に
行
き

、
増

田
英

一
を
誘

い
、

久

本
亭

に
行

く
。
吉

花

の

「
鷓
山
姫
捨

松
」

(中
将
)
、
広
勝

の

「恋
娘

昔
八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段
、
団
昇

の

「御

所
桜
堀

川
夜
討
」
、
昇
之

助

の

「心
中
紙
屋
治
兵
衛
」
、
掛
け
合

い
の

「仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
七
段
目
を
問
く
。
十

一
時
半
帰
宅
。

(日
記
)

5

.
15

(日
)

午

前
、
直
哉

は
、
中

西
屋

で

『紀
海
音

浄
瑠
璃
集
』

と

『言
海
』

を
買

い
、
井

上
病
院

に
行
く
。
午
後
、
田
中

平

一
が
来

宅
。
「
時
好
」

(三
越
呉
服
店
発
行
。
泉
鏡
花

『千
鳥
川
』
が
掲
載
さ
れ
た
。)
、
「
壺
坂
霊
験
記
」

の
五
行
本
を

持

っ
て
き

て
く

れ
る
。
夜
、
斉
藤

緑
雨
を
読
む
。

聖
書
を
読
ん

で
寝

る
。

(日
記
)

5

.
16
(月
)

直
哉

は
久

々
に

「
国
文
」

の
授
業

に
出

る
。
横
井

也
有

『百
虫
譜
』
は
な
か
な
か
面
白

い
と
思
う
。
「
数
学
」
は
休
講
。
放

課
後
、
華

族

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
四
七



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
四
八

会
館

に
、
有
馬
良
橘
中
佐

の
談
話
を
問
き
に
行
く
。
晩
は

「
冥
途

の
飛
脚
」
を
読
ん
で
寝
る
。

(日
記
)

5

・
17
(火
)

直
哉
は
朝

一
時
間
授
業
を
休
む
。
昼
休
み
は

「
西
洋
鬼
ご

っ
こ
」
。
帰
り
、
正
親
町
公
和

.
裏
松
友
光

.
武
者
小
路
実
篤

.
吉
光
長

一
と
、

武
者
小
路
と
正
親
町

の
家

に
寄

る
。
井
上
病
院

に
行
く
。
九
段

の
上

で
、
洋
装

で
騒

い
で
い
る
菊
五
郎
兄
弟
を
見
か
け
る
。
有
島
生
馬

の

家

に
寄

る
。

(日
記
)

5

・
18
(水
)

直
哉

は

一
日
授
業
を
休

み
、
朝
、
正
親
町
公
和
と
赤
十
字
病
院

に
川
村
弘
を
見
舞
う
。
も
し
木
下
利
玄
が
来
た
ら
遊
び

に
来

い
と
言

っ
て

く

れ
と
伝
言

し
て
、
十

二
時
半
頃
、
正
親
町
と
帰
宅
。

五
時
前
か
ら

二
人

で
田
中
平

一
の
所

に
行
き
、
利
玄
が
来
宅
し
た
際
は
不
在
。
夜
、

利
玄

は
、
直
哉

に
あ

ま
り

つ
れ
な

い
と

の
意
味

の
葉
書
を
出
す
。
西
鶴

『本
朝
桜
陰
比
事
』
を
読
む
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

5

・
19

(木
)

直
哉
は

「
作
文
」
は

「
出
征

の
友

人
に
与
ふ
る
文
」
と

「
巣
林
子
天
才
論

」
を

出
す
。
夜

一
寸
、
.
↓
げ
Φ
臣
ω
8
曼

○
こ

o
巨

ゆ
邑

,
を
勉

強
す
る
。

(日
記
)

5

・
20

(金
)

直
哉
は

一
日
授
業
を
受
け
、
井
上
病
院
に
行
き
、
晩

、
田
中
平

一
と
新
富

座
で
観
劇

。
「成

田
産

不
動

万
吉
」
を
見

る
。
芝
鶴

、
荒
次
郎
、

又
五
郎
、
九

団
次

、
勝
太
郎
、
銀
之
助
、
三

田
人
、
団
次
郎
、
宗
右
衛
門
、
桃
吉

な
ど
。
銀
座

の
夜
店

で
バ

ッ

ハ
の
立
像

を
買
う
。

(日

記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

5

・
21
(土
)

直
哉

は
学

習
院
を
休
む
。
午
後

四
時
頃

か
ら
田
中
平

一
と
出
か
け
、
宮

戸
座

で
観

劇
。
「
夜
嵐
」
「
艶
容
女
舞
衣
」

「積
恋

雪
関
扉
」
を
見

る
。
訥
子
、
源
之
助

、
鬼

丸
、
寿
美
蔵
な
ど
。

こ
の
芝

居
ほ
ど
面
白

か

っ
た
も

の
は
最
近

な

い
と
思
う
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』

坤
の
巻
)

5

・
22
(
日
)

直
哉

は
六
時

に
起
き
、

「聖
書
之
研
究
」
を
読

み
、

バ
ラ
を
切

っ
て
、
十
時

に
内
村
鑑
三

の
所

に
行
く
。
「
ル
カ
伝
」
十
章

一
-

十
六

の
講

義

。
昼
頃
帰
宅
。
木
村
ヤ

ス

・
ツ
ル
、
志
賀
英

子

・
直

三
と
遊

ぶ
。
英
子

・
直
三
を
連

れ
て
赤

十
字
社
病
院

の
川
村

弘
を
見
舞
う
。
夜
、

田
中
平

一
が
来

宅
。
(日
記
)

5

・
23

(月
)

千
秋
季
隆

「
国
文
」
は
休
講
。
朝

、
直
哉

は
木

下
利
玄

に
、
宮

戸
座

の
夜

の
部

の
芝
居

は
近
来

で
の
面
白

い
も

の
だ

っ
た
と

ほ
め
る
。
学



習
院

の
帰
途
、
直
哉
は
正
親
町
公
和

の
家

に
寄
り
、
靖
国
神
社
を
散
歩
し

て
帰
宅
。

(木
下
利
玄
日
記
)
(日
記
)

5

.
24
(火
)

午

後
、
学
習
院
出
身

の
戦
死
者

で
あ

る
陸

軍
歩
兵
中
尉

・
松

平
恒
吉

の
追

悼
会
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
+
八
年
九
月
～
三
+
九
年
八
月
』

「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)

直
哉

は
学

習
院

の
帰
途

、
有

島
生
馬

の
家

に
行
く
。
小
山
内
薫

も
来
合
わ

せ
る
。
十
時
頃
ま

で
話

す
。
武
者
小
路

実
篤
よ
り

『鳩
翁
道

話
』

を
借
り
る
。

(日
記
)

こ

の
日
、
川
村

弘
は
退
院
し
、
直
哉

に
見
舞

の
礼
状

を
書

く
。
(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
日
記
)

5

.
25

(水

)

直
哉

は

一
日
授
業
を
休

み
、
編
纂
室

で

「欧
州

歴
史
」

の
ノ
ー
ト
を
書
く
。
帰
り
、
正
親
町
公
和
と
井
上
病
院

に
行
く
。
立
花
が

「百
花

新
報
」

に
出
た
昇
菊

の
不
品
行

の
記
事
を
持

っ
て
来

る
。
後

で
有
島
生
馬

に
送

る
。
夜
、
田
中
平

一
の
家

に
行
く
。
林
三
郎
が
感
情
を
害

し
て

い
る
ら
し

い
と
思
う
。

「
ル
カ
伝
」
を
読

ん
で
寝

る
。

(日
記
)

5

.
26
(木
)

直
哉

は
、
ブ

ッ
フ

ハ
イ

ム

『独
逸
読
本
』
を
勉
強
。
木
村
正

に
バ
イ
オ

リ
ン
を
教
え

て
く
れ
と
頼
ま
れ
る
。
夜
、
田
中
平

一
、
正
親
町
公

和
、
立
花
と
若
竹
亭

に
行
く
。
広
勝

の

「
又
助
」
、
素
行

の

「
絵
本
太
功
記
」
十
段
目
、
団
栄

の

「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
、
大
吉

の

「
恋
女

房
染
分
手
綱
」
十
段
目
、
昇
之
助

の

「
近
頃
河
原
達
引
」
堀
川

の
段
を
聞
く
。
川
村
弘
に
手

紙
を
書
く
。

(日
記
)

5

.
27
(金
)

早
稲
田
大
学
と

の
野
球
試
合
。
夜
、
直
哉
は
、

モ
ー
パ

ッ
サ

ン
の

、、ζ
巴

、、
(『狂
人
』
)
を
読

む
。
(日
記
)

*
『S
君
と

の
雑
談
』

に
よ
れ
ば
、
英
語

の
力
は
乏
し
か

っ
た
が
、
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
は
短

い
か
ら
読

ん
だ

。

*
モ
ー
パ

ッ
サ

ン

・
チ

ェ
ー
ホ

フ

・
ゴ
ー
リ
キ
ー

・
イ
プ
セ
ン

・
ア
ン
ド
レ
ー

エ
フ

・
シ

ュ
ニ
ッ
ツ
ラ
ー
な
ど
を
読

み
、
短
篇

の
書
き
方

を

勉
強
し
た
。
(
『書
き
初
め
た
頃
』
)
(座
談
会

『回
顧
』
)
(『私
は
か
う
思
ふ
』
)
(
『稲
村
雑
談
』
「
読
書
」)

*
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
や
チ

ェ
ー
ホ

フ
な
ど

の
短
篇
を
頭

に
置

い
て
、
そ

の
形
か
ら
入

っ
て
い
く

や
り
方

で
書

い
た
が
、
段

々
そ
れ
が
嫌

に
な

り
、
自
分
独
特

の
形
を
持
ち
た

い
よ
う

な
気
持

か
ら
、
従

来

の
小
説

の
形
か
ら

な
る
べ
く
離
れ
た

い
と

い
う
要
求

が
強

く
な

っ
て
来
た
。

(
『書
き
初
め
た
頃
』
)
(座
談
会

『作
家
の
態
度
』
)
(対
談

『小
説
に
つ
い
て
』
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
四
九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
〇

*
対
談

『小
説

に

つ
い
て
』

で
は

モ
ー
パ

ッ
サ

ン
の
形

式
に
学
ん
だ
も

の
と

し
て
、
尾
崎

一
雄
が

『襖
』

『濁

つ
た
頭
』
な
ど

の
名

を
挙

げ
、
志
賀
も
肯
定
し

て
い
る
。

*
話

の
筋

は
自
身

の
も

の
で
あ

る
が
、
力
が
十
分

で
な

い
場
合
、
短
篇

の
形
式

に
は
め
込
む
と
ど
う

に
か
物
に
な

っ
た
。
題
名
な
ど
も
う

ま
く
浮

か
ん
で
来
な

い
場
合

、
ア
フ
タ
ー

・
デ
ィ
ナ
ー

・
シ
リ
ー
ズ
と

い
う

一
冊

五
十
銭

の
英
訳

モ
ー
パ

ッ
サ

ン
選
集
を
沢
山
持

っ
て
い

て
、
そ

の
目
次
を

一
つ

一
つ
見

て

い
く
う
ち

に
、
ふ
と
う
ま

い
考
え

が
浮
か

ん
だ
り
し
た

こ
と
も
あ

る
。

(
『「
モ
オ
パ
ッ
サ
ン
全
集
」
推
薦
』
)

5

・
28

(土
)

直
哉
は
午
後
、
明
治
座

で
観
劇
。
松
居
松
葉

の
新
作

「敵

国
降
伏
」
「
熊
野
」
を
見

る
。
左
団
次
、
寿
美
蔵

、
高

麗
蔵
な
ど
。
左
団
次

は

肩
で
息
を
し
て

い
る
よ
う
な
衰
え
方

で
、
痛

々
し

い
感

じ
が
し
た
。
(日
記
)
(『歌
舞
伎
放
談
』
「初
世
左
団
次
」
)
(『一二
浦
環
の
死
』)

癌
を
お
し

て
の
左
団
次

の
舞
台
。
左
団
次
は
八
月
七
日
没
。

(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

5

・
29
(日
)

輔
仁
会
研
究
部
大
会
を
開
催
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「輔
仁
会
記
事
摘
要
」
)

直
哉

は
、
午

前

は
有

島
生
馬

と
戸
山

の
原
を
散

歩
し
、
午
後

研
究
部
大

会

に
行

く
。
邦
語
対
話

「敵

愾
心
」
が

一
番

の
出
来

。
(日
記
)

(「研
究
部
大
会
」
M
37

・
12

「学
習
院
輔
仁
会
雑
誌
」
64
号

「雑
報
」)

帰
り

に
、
服
部
純
雄
か
ら
、
○
○
が

田
村
寛
貞
を
胴
上
げ
し

て
横
腹
を

つ
い
た
と

い
う
話
を
聞
き
、
腹
を
立

て
る
。
八
時
頃
か
ら
田
村

の

家

で
議
論
百
出
、
初

め
は
殴

る
こ
と

に
な

っ
た

が
、
十

一
時
頃

に
な
り
、
直
哉
が
忠
告
す

る
こ
と

に
す

る
。

(日
記
)

5

・
30

(月
)

直
哉
と
林

三
郎
と

の
問

で
ト
ラ
ブ
ル
。
直
哉

が
○
○
と
話

し
、
今
後
乱
暴
を
働

か
な

い
な
ど

の
約
束
を
取
り
付
け

る
。
夜
、
田
中
平

一
の

家
を
訪

問
。
(日
記
)

5

・
31

(火
)

直
哉
は

「
独
文
」
「
歴
史
」

の
授
業

で
当
た
る
。
学
習
院
対

城
北
中
学

の
野
球
試
合

を
見
る
。
有
島
生
馬
と

川
村
弘

に
昇
之
助

の
絵
葉
書

、

志
賀
直
方
に
手
紙
を
出
す
。

『三
馬
集
』
と
西
鶴

の
下
巻
を
注
文
。

(日
記
)

*
『愛
読
書

回
顧
』

に
よ

れ
ば

、
小

説
家

に
な

る
た
め

の
勉
強
と

し

て
、
徳
川
期

で
は
、
近
松

.
西
鶴

.
京
伝

.
三
馬

.
一
九

.
鯉

丈

.

春
水

な
ど
も
読

ん
だ
。
近
松

に
は
感
心

し
た
が
、
西
鶴

は
余

程
後

に
な

っ
て
か
ら
感

服
し
た
。
京
伝

.
春
水
は

つ
ま

ら
な
か

っ
た
。

『浮



世
風
呂
』

『東
海
道
中
膝
栗
毛
』

『花
暦
八
笑
人
』

の
方
が
面
白

か

っ
た
。

6

.
1

(水
)

帰
り
に
直
哉
は
木
下
利
玄
と
正
親
町
公
和

の
家
に
行
く
。
夕
方

か
ら
細
川
護

立

・
裏
松
友
光
も

来
訪

し
、
「
国
文

」

の
復

習
。
(日
記
)

6

.
2

(木
)

直
哉
は

「
国
文
」
の
テ
ス
ト
は
あ
ま
り
出
来
な
か

っ
た
が
、
、、日
冨

田
ω
8
曙

o
こ

○
巨

bd
巳

..
は
よ
く
出
来
た
。
放
課
後
、
高

一
と
高

三
の

野
球

の
試
合
を

見
る
。
武
者

小
路

実
篤

が
遊

び
に
来

る
か
ら
と
木

下
利
玄
を
強
引

に
自
宅

に
誘
う
。
夜
、

田
中
平

一
も
来
宅
。
田
中
と
琴

平
亭

の
人
形
芝

居
を
見

に
行
く

。
「壼
坂

霊
験

記
」

「廓
文
章
」

(吉
田
屋
)
を
見

る
。
三
馬
を
買

っ
て
読

ん
だ
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

6

.
3
(金
)

学
習
院
を
休

み
、
直
哉

は
松
平
春
光

に
誘
わ

れ
て
、
東
京
美
術
学
校

の
恤
兵
絵
画
展
覧
会
と
太
平
洋
画
会
を
見

る
。
丸
善

で
イ
プ

セ
ン
の

、、匡
巨
①
国
団
o
開
、-
(『小
さ
な
ア
イ
ヨ
ル
フ
』)
と

、、円
汀
①
ζ
器
け奠

切
邑

山
興

..
(『棟
梁
ソ
ル
ネ
ス
』)
を
買
う
。
渡
米
す

る
田
中
仁
之
助
を
新
橋
駅

に
送
り
、

『西
鶴
全
集
』
を
六
円

で
買
う
。
琴
平
亭

で

「
生
写
朝
顔
話
」
宿
屋

の
段
と

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒
屋

の
段
を
見
る
。

(日
記
)

*
直
哉
は
内
村
鑑
三

の
所

で
知
り
合

っ
た
小
山
内
薫
か
ら
イ
プ

セ
ン
の
名
を
聞
き
、
帰
り
道
に
よ
く
梗
概
な
ど
を
聴
か
さ
れ
、
外
国
文
学

は
イ
プ

セ

ン
か

ら
読

み
出
し

た
。
短

い
し
、
会

話
だ
け

な

の
で
、
怪

し

い
語
学

で
辞
書

を
引
き

な
が

ら
読

ん
だ
。

(『書
き
初
め
た
頃
』
)

(『稲
村
雑
談
』
「読
書
」
)
(『郡
虎
彦
の
お
も
ひ
で
』
)
(
『丸
着
の
憶
ひ
出
』
)
(『牛
の
角
』
)
(『S
君
と
の
雑
談
』
)
(
『中
野
好
夫
君
に
し
た
話
』)
(
『「人
間
」

の
合
評
家
に
』)

*
対
談

『志
賀
直
哉

氏

の
文
学
縦
横
談
』

に
よ

れ
ば
、
『小

さ
な

ア
イ

ヨ
ル
フ
』

や

『野
鴨
』
等
を
熱
心

に
読
ん
だ
。
そ

の
他
、

レ

ニ
エ

と

い
う

詩
人

の
も

の
も
相
当
読
ん
だ
。

*
直
哉

は
、
芝

の
骨
董
屋
で
帝

国
文

庫

の

『
西
鶴
全
集
』

上
下
二
冊
を
六
円
で
買

っ
た
が
、
好
色
本

で
悪
影
響
を
受

け
る
事
を
恐

れ
、
何

年

か
読

ま
ず

に
し
ま

い
込

ん
だ

。
こ
の
頃
の
小
遣

い
は

一
月

六
円
。

(
『書
き
初
め
た
頃
』
)
(『中
野
好
夫
君
に
し
た
話
』
)
(対
談

『回
顧
』
)

6

.
4

(土
)

直
哉

は
朝

か
ら
学

習
院
に
登
校

。
夜

は
田
中
平

一
と
小
金
井
亭

に
行
く
。
巴
勝

の

「増
補

八
百
屋
献
立
」
、
広
勝

の

「蝶
花
形
名
歌
島
台
」

八
段

目
、
大
吉

の

「壷
坂
霊
験
記
」
、
昇
之
助

の

「御
所
桜
堀
川
夜
討
」
を
聞
く
。
三
馬

『浮
世
風
呂
』
を
読
む
。

(日
記
)

こ
の
日
、
学
習
院

で
剣
道
大
会
。

(
『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「
記
事
摘
要
」)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
二

6

・
5
(
日
)

朝
、
直
哉
は
三
馬
を
読

ん
で
十

一
時
近
く
黒
木
三
次

の
家

に
行
く
。
田
村
寛
貞

・
黒
木
三
次

.
柳
谷
午
郎

.
松
平
春
光

.
杉
山
得

一
.
有

島
生
馬

・
志
賀
直
哉

・
中
村
貫
之

・
菅
田
敏
光

・
児
島
喜
久
雄

・
遠
藤
喜

一
・
河
村
有
恒

・
上
田
操

・
加
太
安
邦

.
関
義
長

.
石
渡
荘
太

郎

が
会
合
。
直
哉
は

ア
ン
デ
ル
セ
ン
の

『雛
菊
』

の
話
を
す

る
。

一
年

の
会
を
青
桂
会
と
命
名
。

(日
記
)

*
青

桂
会
は
、
上
田
操

・
関
義

長

・
前

川
万
治
郎

・
加
太
安
邦

・
河
村
有

恒

・
遠
藤
喜

一
・
石
渡
荘
太

郎
が
同
人
だ

っ
た
。
(
『石
渡
荘
太

郎
』
)

6

・
6

(月
)

直
哉

は
千
秋
季
隆

か
ら
作
文
を
返

し
て
貰
う

。
夜

、
モ
ー
パ

ッ
サ
ン
の

..ζ
巴

..
を
読
む
。

(日
記
)

6

・
7

(火
)

南
日
恒
太

郎
は
休
み
。
田
中
平

一
が
志
賀
家

へ
来
宅

。
夜
十

一
時
頃

か
ら
直
哉

は
イ
プ

セ
ン
の

、.匡
巳
Φ
国
苫
鳳
、、
を
読
む
。
志
賀
直
方

に

動
員
令
が
下

っ
た
と

の
電
報
あ
り
。
加

藤
直

士

『恋
愛

の
福
音
』
を
徳

川
に
貸
す

。
(日
記
)

6

・
8

(水
)

直
哉
は
頭
痛

の
た
め
終
日
在
宅
し
、
イ
プ
セ

ン
の

、、ご
壁
①
国
く
○
罵
..
を
読
む
。

(日
記
)

正
親
町
公
和
が
直
哉
に
自
筆
絵
葉
書
を
出
す
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

6

・
9
(木
)

直
哉
は

「
作
文
」

で

「
国
団
&

の
死
」
を
途

中
ま

で
書
く
。
演
説
会

で

『雛
菊
』

の
話
を
す

る
。

(日
記
)

6

・
10
(金
)

直
哉
は
学
習
院
を
休
み
、
午
前
中

に
イ
プ
セ

ン
の

.ビ
茸
δ
国
団
o
開
..
を
読
了
。
午
後
三
時
半
頃
、
武
者
小
路
実
篤

.
吉
光
長

一
と
青
山
学

院

に
内
村
鑑
三

の
話
を
聞
き

に
行
く
が
、
六
時
半

の
誤
り
だ

っ
た
た
め
家

で
遊
び
、
七
時
近
く
に
行
く
。
帰
り
は
田
中
平

一
の
家
に
寄
り

十

二
時
近
く

に
帰
宅
。

(日
記
)

6

・
11

(土
)

直

哉
は

「
欧
州
歴
史
」
を
勉
強
。
午
後
、
井
上
病

院
に
行
く
が
不
在

で
、
三
崎
座

で
観
劇
。
「
傾
城
阿
波

の
鳴

門
」

八
段

目
を
見
る
。
中

西
屋
で
ダ

ン
ヌ
ン
ツ
ィ
オ

の

・.日
げ
①
U
①
巴

Ω
蔓
..
(『死
都
』)
と
イ
プ

セ
ン
の

、.bd
蠢
巳

、、
(『ブ
ラ
ン
ド
』
)、
英
独

両
方

の

『若

き
ウ

ェ
ル

テ
ル

の
悩
み
』
等
を
買
う
。
西
鶴
を
買

っ
た
店

で
、
幸

田
露
伴

『五
重
塔
』
、
斉
藤
緑
雨

『油
地
獄
』
を
買
う
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年

代
記
』
坤
の
巻
)

*
『愛

読
書

回
顧
』

に
よ
れ
ば
、
幸

田
露
伴

『
五
重
塔
』

『対

髑
髏
』
を
面
白
く
読

ん
だ
と

い
う
。



6

・
12

(日
)

朝

、
直
哉

は
井
上
病

院
に
行

っ
て
か
ら
内
村
鑑

三
の
家

に
行
き
、

「
ル
カ
伝
」

十

一
章

の
十

四
か
ら

二
十

八
ま
で

の
話
を
聞

く
。
午
後
、

田
中
平

一
、
有
島
生
馬
が
来
宅
。
十

一
時
頃
か
ら

一
時
過
ぎ
ま

で
、
イ
プ

セ
ン
の

、.日
げ
Φ
ζ
器
8
N
bd
鼠
匡
興
..
を
読
む

。
(日
記
)

6

・
13
(月
)

直
哉
は
学
習
院
を
休
み
、
午
後
か
ら
田
中
平

一
と
歌
舞
伎
座

で
観
劇
。
「
出
世
太
平
記
」

(嘉
平
次
住
居
)
「
小
野
道
風
青
柳
硯
」
「
積
恋

雪

関
扉
」

「薫
樹

累
物
語
」
「
双
蝶

々
曲
輪

日
記
」
「廓

鞘
当
」
を
見

る
。
吉
右
衛

門
、
市
蔵

、
八
百
蔵
、
羽
左
衞
門
、
市
松

、
宗

三
郎
、
菊

五
郎
、
梅
幸
、
松
助
、
蟹
十
郎
、
時
蔵
、
松
助
な
ど
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

6

・
14
(火
)

朝
、
直
哉

は
脳
貧

血
で
中
井
常
次
郎

の
診
察
を
受
け

る
。

中
西
屋
で
、
イ
プ
セ

ン
の

、、亳
ゴ
①
p
亳
①
号

巴

鋤毛
鶚

Φ域
.
(『わ
た
し
た
ち
死
ん

だ
者
が
目
覚
め
た
と
き
』
)
と

G
o
巨

0
9
再
同皀

ゆ
o
蒔
B
き

.、
(『ジ
ョ
ン

・
ガ
ブ
リ
エ
ル

・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
)
を
買
う
。
井
上
病
院

に
行

く
。
夜

九

時
頃
よ
り

「
西
洋
歴
史
」

の
勉
強
。

(日
記
)

6

・
15
(水
)

直
哉

は
、
「西
洋

歴
史
」

の
試
験
は
よ
く
出
来

る
。
三
時

頃
、
田
村
寛
貞
が
来
宅
。
夕
方
、
木
村
家

へ
行
く
。
木
下
利
玄

・
正
親

町
公

和

が
来
宅
。
..○
お
①
評
出
興
○
①ω
..
を
読
む
。

「輔
仁
会
雑
誌
」
を
貰
う
。

(日
記
)

6

・
16
(木
)

直
哉
は
朝
か
ら
学
習
院
を
休
み
、
夕
方
か
ら
木
下
利
玄

の
家
に
行
く
。

(日
記
)

6

・
17
(金
)

午
前
中
ド
イ

ツ
語

の
文
典
を
勉
強
し
、
午
後
、
直
哉
は
学
習
院
で
試
験
を
受

け
る
。
岩
倉
道
倶

を
訪

問
す
る
が
不
在

。
木
下
利
玄

・
武
者

小
路
実
篤

・
吉
光
長

一
と
戸
山

の
原
に
行
く
。

(日
記
)

6

・
18

(土
)

午

前

、
直

哉

は
家

で
イ
プ

セ

ン

の

..↓
げ
①
ζ
霧
8
N
しd
巳
缸
巽
、.
を

読

む
。
午
後

、
木

下

利
玄

、
細

川

護

立
、
正
親

町

公

和
が

来
宅

。

..日
げ
①
田
ω
8
亳

o
こ

○
含

じu
⊆
ロ
、.
の
勉
強
を
す

る
。
佐

久
間
忠
雄

が
来
宅
。
夕
食
後
雑

談
。
田
中
平

一
が
来
宅
。
木
下

利
玄

だ
け
泊

る
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

6

・
19

(日
)

直
哉
は
七
時
起

床
、
九
時
頃
田
中
平

一
の
家

に
行
く
。
徳

川
家

正
も

来
る
。
(日
記
)

6

・
20

(月
)

南
日
恒
太
郎
が
試
験
を
す
る
と
言

っ
た

の
で
、
直
哉

は
登
校
し
た
が
、
休

み
だ

っ
た
。
夜

は

「論

理
」

の
勉
強

。
(日
記
)

6

・
21

(火
)

直
哉
は
朝

少
し

「
論
理
」

の
勉
強
。
午
後
は
田
中
平

一
の
家

に
遊
び

に
行
き

、
晩

は

「輔
仁
会
雑
誌
」

の
批
評
を
書
く

。
(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
一二



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
四

6

・
22

(水
)

七
時
頃
、
有
島

生
馬
が
志
賀
家

に
来
宅
。
直
哉
と

一
緒
に
岩
倉
道

倶

の
家

に
見
舞

い
に
行
く
。
木

下
利
玄

の
家

に
行

き
、
「東

洋
歴
史
」

の
書
き
入
れ
を
す
る
。
夜

「東

洋
歴
史
」
の
試
験

勉
強
。
(日
記
)

6

・
23

(木

)

直
哉

の

「東

洋
歴
史
」

の
試
験

の
出

来
は
よ
く
な

い
。
夜
十

二
時
半
頃
ま

で
、
「論

理
」
「
思
考
論
」

の
勉
強
を
す

る
。

(日
記
)

6

・
24

(金
)

直
哉

は

「
心

理
」

「論

理
」
「
思
考

論
」

の
試

験
を
受

け

る
が

不
出
来
。
正

親
町

公
和
と

木

下
利
玄

の
家

に
行
き

、
,日
9

震
ω
8
亳

o
h

冒
巨

ゆ
邑

..
の
勉
強
。
夕
方
か
ら
北
島
貴
孝
も
来
る
。

(日
記
)

6

・
25

(土
)

直
哉

は
熊
本

謙

二
郎

の

「
英
文
」

の
試
験

を
受

け
、
帰

宅
後
、
東
京

座

で
田
中
平

一
と

観
劇
。

「東
海

道

五
十

三
駅
」
「
源
平
魁

躑
躅
」

「
復
讐
高
田
馬
場
」

「千
種
桜

眺
戯
」
を
見

る
。
猿
之
助
、
女
寅
、
寿
美
蔵

、
訥

升
、
高

麗
蔵
な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の

巻
)

6

・
26

(日
)

午
前

に
、
田
村
寛
貞

、
黒
木

三
次
、
柳
生
基
夫
、
有
島
生
馬

、
佐
藤
隆

三
、
立
花
高
木
、
黒

田
長
敬
、
午
後

に
川
村
弘
、
佐
久
間
忠
雄

、

田
中
平

一
な
ど
が
志
賀

家
に
来
宅
。
夕
方

か
ら
有
島
生
馬

の
発
起

で
、
直
哉

は
、
佐
藤
隆

三
、
黒
木

三
次

、
川
村

弘
と
歌
舞
伎
座

に
行
き

「
積
恋
雪
関
扉
」
を
見
る
。

(日
記
)

夜
、
先
日

の
作
文
と

、.団
蓬
Φ
国
団
○
『

序
幕
幕
切
れ
を
合
わ
せ

て

『脚
本

雪
雄
』
落
想
。

(未
定
稿
3
)
(日
記
)

6

・
27
(月
)

兵
隊
が
三
十
五
人
ほ
ど
志
賀
家
に
来
る
こ
と
に
な
り
大
騒
ぎ
。
午
後
、
直
哉
は
赤

十
字
社

に
見
舞

い
の
後

、
宝
亭

で

の
三
年
生

の
送
別
会

に
行
く
。
晩
、
有
島
生
馬

の
所

へ
白
杉
義

雄

・
田
村
寛
貞

・
黒
木
三
次

・
柳
谷
午
郎

と
行

く
。
黒
木
三
次
と
稲
生
春
季

と

の
帰
途

、
新
腹

案

の
ド

ラ
マ
に

つ
い
て
話
す
。

(日
記
)

6

・
28

(火
)

朝
七
時
四
十
分

に
四
谷
発

の
汽
車
に
乗

っ
て
、
田
村
寛
貞
、
松
平
春
光
、
佐
藤
隆
三
、
木

下
利
玄
、
黒
木
三
次
ら
と
直
哉

は
玉
川

ヘ
テ

ン

ト
旅
行
。

(日
記
)

6

・
29
(水
)

直
哉
は
朝
五
時

に
起
床
、
散
歩
、
水
泳
。
国
分
寺
か
ら
汽
車

で

一
時
に
帰
宅
。
有
島
生
馬
と
琴
平
亭
に
行
く
。
正
親
町
公
和
も

来
て

い
る
。

小
染

の

「
伽
羅
先
代
萩
」
六
段
目

(御
殿
)
、
花
米

の

「
日
蓮
聖
人
御
法
海
」

三
段

目

(勘
作
住
家
)
、
小
豊
後

の

「絵
本
太

功
記
」
十

段
目
、



団
栄

の

コ
ニ
十
三
問
堂
棟
由
来
」

(柳
)、
掛
け
合

い
の

「本
朝
廿
四
孝
」
四
段
目

(十
種
香
)
を
聞
く
。

(日
記
)

6

・
30
(木
)

直
哉

は
田
中
平

一
の
家

に
よ

っ
て
か
ら
学
習
院

へ
登
校
。

二
十

二
名
中
十
七
番

の
成
績

で
及
第
。
林

三
郎
と
帰
宅
。
イ
プ

セ
ン
の

.、↓
げ
①

ζ
錺
8
同
bσ
信
ま

興
、、
を
読
む
。
十
時
頃

田
村
寛
貞

が
来

宅
。
卒
業
記
念

に

、、ω
o
げ
臼
興
.ω
○
①
ωo
巨
。
算
Φ
..
を
贈

ら
れ
る
。
木
村
家

に
行
く
。

(日
記
)

木

下
利
玄
が
直
哉

に
絵
葉
書
を
出
す
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

7

・
?

有
島
生
馬
、
東
京
外
国
語
学
校
伊
太
利
語
科
を
卒
業
。

つ
い
で
藤
島
武

二
の
門
下
に
加
わ
る
。

(『初
期
白
樺
派
文
学
集
』
有
島
生
馬
年
譜
)

こ
の
前
か

?

あ

る
朝

、
有
島
生

馬
は
直
哉

に
電
話
を

し
て
落

ち
合

い
、

一
生

の
仕
事
と
し

て
油
絵
を
す

る
こ
と
に
決
め
た
と
打
ち
明

け
る
。
直

哉
は
、

話
を
作

る
こ
と
は
得
意
だ

っ
た
が
、
書
く

こ
と
は
出
来
ず
、
生
涯

の
仕
事
と
し

て
何
を
す

べ
き
か
は
、
ま
だ
は

っ
き

り
し

て
い
な
か

っ
た

の
で
、
大
変
う
ら
や
ま
し
く
思
う
。

(『蝕
ま
れ
た
友
情
』

こ

7

・
1
(金
)

午
前
中
、
直
哉
は
草
津
旅
行

の
準
備
。
午
後
は
イ
プ

セ
ン
の

、、8
げ
①
ζ
9
ω什興

Ud
巳
匡
興
.-
を
読

む
。
午
後

五
時

頃
家

を
出
、
有
島

生
馬

と

丸
善

に
行
き

、、9

錯

、ω
b
o
Φ
ヨ
ω
..
(
『グ
レ
イ
詩
集
』)
を
買
う
。
宮
松
亭

に
行
く

。
綾

登
司

の

「
玉
藻
前
曦
袂
」
三
段

目
、
広

勝
の

「生

写

朝
顔
話
」
宿

屋

の
段
、
万

八

の

「
御
所
桜
堀

川
夜
討
」
三
段

目
、
団
栄

の

「
三
十

三
間
堂
棟
由

来
」

(柳
)
、
大
吉

の

「恋
女

房
染
分
手

綱
」
十
段
目
、
昇
之
助

の

「
新
版
歌
祭
文
」
野
崎
村

の
段
を
聞
く
。
岩
下
家

一
が
志
賀
家
泊

。
(日
記
)

7

・
2

(土
)

直
哉
は
朝
五
時
に
自

宅
を
出
、
六
時
上
野
発
。
高
崎
よ
り
山
本
直
良

と

一
緒

に
な
る
。
軽
井

沢
泊
。
(日
記
)

こ

の
日
、
有
島
生
馬
は
、
駒
込
曙
町

の
藤
島

武
二

の
家
に
移
る
。
(
M
37

・
7

・
5
直
哉
宛
有
島
生
馬
書
簡
)

7

・
3

(日
)

直
哉
は
朝

四
時
前

に
出
発
。
和
鞍

の
馬
に
乗

っ
て
六
里

ヶ
原
と

い
う
水

楢

の
林
を
抜

け
応
桑

に
出

る
。
応

桑
で
新

八
と

い
う

可
憐

な
子

に

会

い
、
そ

の
事
を
近

日
書

い
て
置

こ
う

と
思
う

(↓
未
定
稿
8
の
作
品
リ
ス
ト
に

《新
八
(応
桑
の
不
具
者
)》
と
あ
り
)。
午
後

二
時
過
ぎ
草
津

着
。

一
井
旅
館
に
泊
る
。
田
中
平

一
、
志
賀
家
、
有
島
生
馬
、
田
村
寛
貞

、
川
村
弘

、
木

下
利
玄

、
正
親

町
公
和

へ
発
信
。

(日
記
)
(
『草

津
温
泉
』)
木
下
利
玄
宛

て

の
絵
葉
書

は
、

こ
こ
は

い
や
な
所
だ
、
君
は
来

な
く

て
い
い
こ
と
を

し
た
と

の
内
容
。

(M
37

・
7
・
3
木
下
利

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
五



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
六

玄
宛
書
簡
)

一
井
旅
館

に
は
、

お
宮
と

い
う
女
中
が

い
て
、
世
話

に
な

っ
た
。

(『草
津
温
泉
』
)
(座
談
会

『「焚
火
」
の
こ
ろ
』
)

7

・
4
(月
)

直
哉
は
午
前

に

「輔
仁
会
雑
誌
」

の
批
評
を
書
く
。
夜
、
イ
プ

セ
ン
の

,.日
げ
Φ
ζ
器
け奠

ゆ
忌
匡
興
、、
を
読

む
。
(日
記
)

7

・
5

(火
)

直
哉

は
イ
プ

セ
ン
の

..↓
げ
①
ζ
霧
8
N
ゆ
亀

9
興
..
を
読
了
。
夜

は
京

伝

『濡

燕

子

宿

傘

』

を
読

み
、
巧
妙
と

思
う

。
(日
記
)

有
島
生
馬

が
直
哉

に
葉
書
を
書
く
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

7

・
6

(水

)

直
哉

は
イ
プ

セ
ン
の

、、煢
げ
魯

煢
Φ
α
Φ
巴

鋤
≦
葵

①目
。
を
読
む
。
三
馬

『
日
高
川
清
姫
物
語
』
を
読

み
、
欧
州

の
文
豪

に
劣
ら
ず
と
思
う
。

夜

、
下
の
座
敷

で
芸
者

の
義
太
夫
な
ど
を
聞
く
。
京
伝

『お
六
櫛
木
曽

の
仇
討
』
を
読
む
。

(日
記
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
手
紙
を
書
き
、
広
勝
と
話

し
た
こ
と
、
中
西
屋

で
市
川
高
麗
蔵
を
見
か
け
た

こ
と
、
八
月
初
め

に
正
親
町
公
和
と
河

口
湖
畔

に
行

く
の
で
最
初
だ

け
で
も
来

て
欲

し

い
と

の
願

い
な
ど
を
記
す
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

7

・
7

(木

)

直
哉

は

「輔

仁
会
雑
誌

」
の
批

評
を
書
く

。
三
馬

『
吃

又
平
名
画
助
太

刀
』
・
京
伝

『長

髢

姿

の
蛇

柳

』
を
読
む
。

(日
記
)

7

・
8

(金

)

直
哉
は
三
馬

『玉
藻
前

三
国
伝

記
』

を
読

む
。
午
後

三
時
半

頃
よ
り

『脚
本

雪
雄
』
起
草
。

(日
記
)
(未
定
稿
3
)

7

・
9

(土
)

午
後
十

一
時
半
、
直
哉

は

『脚
本

雪
雄
』
脱
稿

。
(日
記
)
(未
定
稿
3
)

有
島
生
馬
が
直
哉

に
葉

書
を
書

く
。
十
三
日

の
消
印

。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

7

・
10

(日
)

直
哉
は
京
伝

『敵

討
孫

太
郎
虫
』
・
三
馬

『
雲
龍

九
郎
偸
盗
伝
』

『難
有
孝
行
娘
』
を
読
む

。
田
中
平

一
、
草
津
着
。

(日
記
)

木
下
利
玄
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

7

・
11

(月
)

直
哉
は
田
中
平

一
が
持

っ
て
き
た

..Ω
口
N
①
昌
幻
①
9。
島
興
、.
を
読
む
。

(日
記
)

こ

の
日
、
学
習
院
卒
業
証
書
授
与
式
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)

7

・
12

(火
)

朝
、
直
哉
は
イ
プ

セ
ン
の

、、芝
げ
窪

煢
Φ
号
巴

曽
≦
蒡
魯

、、
を
読
む
。
夜
は

こ
の
地

の
勇
太
夫

を
呼

ん
で
義
太
夫

の
会
を

開
く

が
、
下
手

で
大
失
敗
。

(日
記
)
(
『草
津
温
泉
』
)



7

.
13

(水
)

直
哉
は
午
後
か
ら
ト

ル
ス
ト
イ

の

.目
び
Φ
ω
官
導

o
胤
○
醇
同ωけ.ω
↓
8
0
ぼ
づ
ひq
..
(
『キ
リ
ス
ト
の
教
』
)
を
読
む
。

(日
記
)

7

.
14

(木
)

直
哉
は
夜

一
時
前
か
ら
ト

ル
ス
ト
イ

の

..6
げ
①
ω
官
簿

o
h
O
穿

同のけ、ω
↓
Φ
碧
ぼ
昌
oq
、、
を
読
む
。

(日
記
)

7

・
15

(金
)

直
哉
は

『雪
雄
』

を
半
分
ほ
ど
訂
正
す
る
。

(日
記
)

7

・
16

(土
)

直
哉
は

『雪
雄
』

を
訂
正
す
る
。
体

調
悪
し
。

(日
記
)

駒
込

の
有
島

生
馬

が
草
津

温
泉

の
直
哉

に
宛

て
て
手
紙

を
書
く

。
十

三
日
出

の
手
紙
を
受
け
取

っ
た
、
面
白
く
な

い
所
だ

そ
う
だ
が
病
気

の
療
養

の
た
め
な
ら
仕
方
が
な

い
、
昇
之
助

へ
の
熱
が
さ
め

て
き
た
こ
と
、
広
勝
が
美
し

い
乙
女

と
な

っ
た
こ
と
な
ど
を
記
す
。

(『志
賀

直
哉
宛
書
簡
』
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
絵
葉
書
を
書
く
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

7

.
17
(
日
)

午
後
六
時
半
、
雨

の
中
、
直
哉
と

田
申
平

一
は
草
津
を
出
発
。
平

一
は
馬

に
乗
り
、
直
哉
は
徒
歩
。

(日
記
)
(
『草
津
温
泉
』
)

7

.
18
(月
)

直
哉

の

一
行

は
午
前

一
時
過
ぎ

に

一
軒
茶
屋
着
、

五
時
十
分
頃

に
軽
井
沢
着
。
午
後

一
時
頃
上
野
着
。

(日
記
)
(
『草
津
温
泉
』
)

正
親
町
公
和
が
草
津

の
直
哉

に
宛

て
て
絵
葉
書
を
書
く
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』)

7

.
19
(火
)

朝
か
ら
直
哉
は
田
中
平

一
と
歌
舞
伎
座

で
観
劇
。
福
地
桜
痴
翻
案

「
夜

の
鶴
」
「
弓
張
月
源
家
鏑
箭
」
「
夏
小
袖

」
を
見
る
。
八
百
蔵
、
市

蔵
、
吉
右
衛
門
、
八
百
枝

(児
島
文
衛
)
、
八
十
助
な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

夕
方
、
木
下
利
玄
が
直
哉

に
電
話
を
す
る
が
留
守
。

(木
下
利
玄
日
記
)

7

.
20

(水
)

午
後

二
時
半
か
ら
直
哉
は
木
下
利
玄

の
家
に
行
く
。
午
後
五
時
頃
田
村

寛
貞

の
家

に
行

き
、
十

二
社

の
方

へ
散
歩

。
黒
木

三
次

に
手
紙
を

書
く
。

(日
記
)

7

.
21

(木
)

直
哉

は
夜

田
中
平

一
と
喜

吉
亭
に
行
く
。
広
勝

の

「
玉
藻
前
曦

袂
」
三
段

目
、
若
之
助

の

「恋
娘
昔

八
丈
」
鈴

ヶ
森

の
段
、
東
糸

の

「仮

名
手

本
忠

臣
蔵

」
四
段

目
、
昇
之
助

の

「
近
頃
河
原
達
引
」
堀

川
の
段
を
聞
く
。
腹
を

下
し
た
木

下
利
玄
も
中
入
り
か
ら
来

る
。

(日
記
)

有
島

生
馬

が
直
哉

に
自
筆
絵
葉
書
を
書

く
。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
七



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
人

7

・
22
(金
)

直
哉
は

一
人

で
明
治
座

で
観
劇
。
「
怪
異
談
牡
丹
燈
籠
」
「
恋
女
房
染
分
手
綱
」
を
見
る
。
猿
之
助
、
勘
五
郎
、
女
寅
、
花
助
、
芝

翫
、
ぼ

た

ん
、
寿
美
蔵
な
ど
。

(日
記
)
(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

木

下
利
玄
が
直
哉

に
手
紙
を
書
く
。
昨
夜
は
、
腹
を
悪
く
し
た
が
、
ど
う
し

て
も
我
慢

で
き
ず
、
昇
之
助

の

「
堀
川
」
を
問
き
に
行

っ
た
、

腹
を
治

し
て
鹿
野
山

に
行
き
た

い
な
ど
と
記
す
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
*
21
日
付
け
と
さ
れ
て
い
る
が
22
日
の
間
違
い
。)

7

・
23
(土
)

直
哉

は
田
中
平

一
に
誘
わ

れ
宮

戸
座

で
観
劇
。
「
鏡
山
錦
枹
葉
」
「
八
幡
祭
礼
宵
宮
賑
」
を
見

る
。
鬼
丸
、
寿
美
蔵
、
訥
子
、
菊
四
郎
、
源

之
助
、
宗
之
助
な
ど

。
(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

7

・
24

(日
)

午
後
、
直

哉
は

ト

ル
ス
ト
イ

の

..↓
げ
Φ
ω
官
葺

9

0
耳
醇
、の
↓
①
鋤
o
臣
p
ぴq
..
を
読

み
、
夜
、
木
下

利
玄
を

訪
問
。
正
親

町
公

和
も

来

る
。

『青
年

の
誘
惑
』
を
読
む

。
西
鶴

な
ど
は
読

む
べ
き

で
な

い
と
考
え

る
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

7

・
25

(月
)

田
中
平

一
、

『雪
雄
』

を
清
書

し
て
志

賀
家

に
持

っ
て
く
る
。
直
哉

は
ト
ル

ス
ト
イ

の

、、日
冨

ω
豆
導

9

0
訂
}警
ω
日
①
①
o
巨
5
ゆq
..
を
読
む
。

(日
記
)

舞
子

の
川
村
弘

が
東
京

の
直

哉
に
手
紙
を
出
す
。
帰
京

の
葉
書

を
受

け
取

っ
た
、
「
読
売
新
聞
」

の
昇
之
助
と

千
松

の
比
較
論
は
愚
論
だ

な
ど

の
内
容
。

(『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
書
簡
)

7

・
26

(火
)

朝
八
時
越
前
堀
発

の
汽
船

で
、
有
島
生
馬
、
田
村
寛
貞
、
黒
木
三
次
、
松
平
春
光
、
志
賀
直

哉
が
鹿
野
山
に
行
く
。
丸
七
泊
。
(
日
記
)

7

・
27
(水
)

直
哉
ら
は
九
十
九
谷

に
行
く
。

(日
記
)

7

・
28
(木
)

直
哉
ら
は
朝
人
時

に
宿
を
出

て
帰
京
。
梅
園

で
川
村
弘
ら
他

の
会
員
に
寄
せ
書
き

の
葉
書
を
送
る
。
晩
、
黒
木
三
次
と
喜

吉
亭
に
行
く
。

昇
之
助

の

「本
朝
廿
四
孝
」
四
段
目

(+
種
香
)
を
問
く
。

(日
記
)
(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
7

.
30
川
村
弘
日
記
)

7

・
29
(金
)

夜
、
直
哉

は
真
砂
座

で
観
劇
。
伊
原
青

々
園
作

『
ニ
コ
ラ
ス
皇
帝
』
よ
り

の

「
恋
と
く
せ
者
」
、
ド

ー
デ
ー
作

「
サ

ッ
フ
ォ
ー
」
を
見
る
。

河
合
武

雄
、
藤
沢

浅
次

郎
、
伊
井

蓉
峰

な
ど
。
サ

ッ
フ

ォ
ー
が
愛

は
秋

谷
、
肉

体

は
小

野
田

に
捧
げ

る
煩

悶

が
気

に
入

る
。
(日
記
)

(
『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)



こ

の
日
、
有
島
生
馬

は
帰
阪
す

る
昇
之
助

に

『
即
興
詩
人
』
を
贈

っ
た
。

(日
記
)↓

『蝕
ま

れ
た
友
情
』

(
こ

木

下
利
玄

が
直
哉

に
絵
葉
書
を
書
き

、
昇

之
助

の
こ
と
、
広
勝
と
話

し
た

こ
と
、
明
日
午
後

訪
問
し
た

い
こ
と

な
ど
を
記
す
。

(『志
賀
直

哉
宛
書
簡
集
』
)

7

.
30
(土
)

午
前
、
直
哉
は
荒
川

で
ひ
げ
面

の
写
真
を
撮
り
、

一
月
半

ぶ
り

に
そ
り
落
と
す
。
午
後
、
田
中
平

一
、
木
下
利
玄
、
正
親
町
公
和
が
来
宅
。

夜
、
木
下
利
玄

.
田
中
平

一
と
喜
吉
亭

に
行
く
。
広
勝

の

「
艶
容
女
舞
衣
」
酒
屋

の
段
、
東
糸

の

「新

版
歌
祭
文

」
野
崎
村

の
段
、
昇
之

助

の

「
傾
城
阿
波

の
鳴
門
」
八
段
目
を
聞
く
。

(日
記
)

7

.
31

(日
)

朝
、
直
哉
は
井
上
病
院
に
行
く
が
転
居
。
正
親
町
公
和

の
家

に
行

く
と
木

下
利
玄
も

い
る
。
夜

、
喜
吉
亭

に
行
く

。
広
勝

の

「鷓
山
姫
捨

松
」

(中
将
)
、
昇
之
助

の

「廓
文
章

」

(吉
田
屋
)
、
掛

け
合

い
の

「仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
七
段

目
を
聞
く
。

(日
記
)

夏

山
東
京
伝

・
式
亭

三
馬
時
代

の
写
実

小
説
に
あ
り

そ
う

な
会
話
だ
と

思

っ
て
、
若

い
男
女

の
会
話
を
写
す

。
(未
定
稿
69

『せ
め
ふ
さ
げ
』
)

(「手
帳
6
」
補
⑤
P
燭
～
即
)

こ
の
頃
か
?
.

「
帝
国
文
学
」

に
連
載

(M
37

.
8
、
9
、
10
、
12
、
M
38

・
3
)
の
小
山
内
薫

の
戯
曲

『非
戦
闘

員
』
を

直
哉
は
読

ん
だ

が
、
少

し
も
感
服

し
な
か

っ
た
。

(『「
人
間
」
の
合
評
家
に
』
)

8

.
1
(月
)

午
後
、
直
哉

は
、
ト

ル
ス
ト
イ

の

、、日
冨

ω
官
葺

9

0
寓
同ω
け、ω
日
$
o
ぼ
昌
ひq
.、
を
読

了
。
《
吾
れ
に
愛
な
き
事

は
総

て
の
事
実

に
よ
り

て
思

ひ
合
は

ざ
る

・
は
情

な
し
》
と

日
記
に
記
す
。
夜
は
、
イ
プ

セ
ン
の

,妻
冨
目
亳
Φ
創
①
巴

鋤
≦
欝
①
昌
,
を
読
み
、
有
島
生
馬

に
手
紙
を
書

き
、

『紅
葉
全
集
』
を
読
む
。
林
三
郎
か
ら
林
荘
次
郎

の

『成
る
程

の
記
』

を
贈
ら
れ
る
。
(日
記
)

川
村

弘

・
有
島

生
馬
か
ら
来
信
。
(
日
記
)
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)

8

.
2

(火
)

午
前

、
直
哉

は
ブ

ッ
フ
ハ
イ
ム
を
勉

強
。
午
後

は
イ
プ
セ
ン
の

..煢
げ
魯

煢
①
号
巴

9
≦
磐

①
域
.
を
少

し
読
む
。
皆
川
書
店

で

「歌
舞
伎
」

を
受

け
取

る
。
夜

、
田
中
平

一
が
来
宅

。
岩

下
家

一
に
手
紙
を
書
き
、

『紅
葉
全
集
』
を
読
む
。

(日
記
)

8

・
3
(水
)

直
哉

は
、
志
賀
直
方

か
ら
手
紙
を
受
け
取

る
。

(日
記
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
五
九



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
六
〇

8

・
4

(木

)

『妙

々
車
』
を

見
る
と
、
著
者
は
種
彦
、
画

は
国
貞

の
も

の
だ

っ
た

の
で
、
直
哉

は
違
う
も

の
を
探
し
た
が
な

か

っ
た
。
熊

吉

の
家

の
曲豆

国
の
挿
絵

の
も

の
を
貰
う

。
『紅
葉
全
集
』

の

『隣

の
女
』

『鷹
料
理
』

『
三
箇
条
』

『
八
重
だ
す
き
』
を
読
む
。

『京
伝
傑
作
集
』

『種
彦
傑

作

集
』

が
来
る
。
(日
記
)

こ

の
日
、
菊
池
大
麓
が
学
習
院
長
と
な
る
。

(『学
習
院

一
覧

明
治
三
十
八
年
九
月
～
三
十
九
年
八
月
』
「記
事
摘
要
」)

8

・
5
(金
)

直
哉
は
、

日
記

に
粋

に

つ
い
て
記
す
。
午
前
、
イ
プ

セ
ン
の

.煢
幕
昌
煢
①
α
Φ
巴

蝉
≦
欝
①
p
,
序
幕
を
読
了
。
午
後
、
田
村
寛
貞
、
松
平

春
光
、
木

下
利
玄

、
田
中
平

一
が
来
宅
。

ト
ル
ス
ト
イ

の

,
日
げ
①
ω
官
導

9

0
年
δ
代
ω
↓
Φ
9
0巨
⇔
晩

を
、
黒
木

三
次

に
貸
し

て
く

れ
と
、

田
村
寛
貞

に
渡
す
。
半
年

ぶ
り

に
、
岩
倉
道
倶
か
ら
病
気
が
快
方
に
向
か

っ
た
と

の
葉
書
が
来
る
。
返
信
。
夜
十

一
時
半
頃
よ
り
、
内
村

鑑
三

の

『基
督
信
徒

の
慰
』
を
読
む
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
手
紙
を
書
く
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
』
)

8

・
6
(
土
)

直
哉

は
、
不
眠
気
味
。
相
馬
家

で
国
貞

の
似
顔
絵
帖
、
種
彦
な
ど

の
草
双
紙
を
借
り

る
。
午
後
、
柳
谷
午
郎
が
来
宅
。
正
義
を
守

る
よ
り

大
な
る
事
業

は
な

い
と

日
記
に
記
す
。

(日
記
)

有
島
生
馬
が
直

哉
に
葉

書
を
書
き
、
昨

日
は
招

い
て
く
れ
た
の
に
失
礼

し
た
と
詫
び

る
。

(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

8

・
7
(日
)

直
哉
は
、

『比
羅
絵
師
仕
事

場

の
喜

劇
』
を
九
頁
程
書
き
、
午
後

五
時

頃
よ
り
来
宅
し
た
有
島
生

馬
に
贈
る
。

『雪
雄
』

の
朗
読
を
す

る
。

二
幕

の
幕
切
れ
に
ゲ
ー

テ
の

『魔
王
』

を
演

奏
す
る
事

を
思

い
つ
く
。
市
川
左

団
次
が
死
去

。
(日
記
)

8

・
8
(月
)

晩
、
直
哉
は

田
中
平

一
と

一
ツ
木
を
散
歩

し
、
二
代
豊

国

(国
貞

)
の

『梨
園
侠
客
伝
』

三
十
六
枚
続
き
を
買
う
。
ト

ル
ス
ト
イ

の

.
↓
幕

○
匿
ω
け
○
胤
Ud
お
巴

.、
(
『パ
ン
の
皮
』
)
を
読
む
。

(日
記
)

8

・
9
(火
)

直
哉
は
朝
か
ら
田
村
寛
貞
を
訪
問
、
七
時
少
し
前

に
帰
宅
。
午
後
九
時
半
か
ら

『雪
雄
』
朗
読

の
稽
古
。

(日
記
)

8

・
10

(水

)

直
哉

は
塔
ノ
沢

の
福
住

に
行
く

こ
と

に
し
、

一
日
か
け

て
準
備
。
夜
九
時
頃
、
岩
下
家

一
が
来
宅

。
箱

根
に
は
、
イ
プ
セ

ン
の

,鬢
冨
昌

亳
Φ
号

巴

髦

鶚
魯

,
、
尾
崎
紅

葉

『多

情
多

恨
』
、
「
近
頃
河

原
達
引
」
、
小

栗
風
葉

『恋

女
房
』
、
「
重
井

筒
」
、
,
日
。奪

9
、ω
ω
8
N同Φ
ω
,
、



、、Ω
お
①犀
出
奠
o
Φ
ω
..、

『児
童
心
理
学
』
、
内
村
鑑
三

の

『基
督
信
徒

の
慰
』

『求
安
録
』

『愛

吟
』
な
ど
を
持

っ
て
行
く
。
(日
記
)

8

.
11

(木
)

志
賀

家

一
行

、
午
前

六
時
に
新
橋

を
発

ち
、
十

時
十

五
分
頃
、
福
住
着

。
夜

、
義
太
夫
会
あ
り
。

(日
記
)

箱
根

に
行

く
時

、
直
哉

は
国
府
津

か
ら
の
電
車

で
美

し

い
お
嬢

さ
ん
と
向

い
合

せ
た
。

こ
の
人

の
こ
と
は
帰

っ
て
か
ら
も

一
週
間
く
ら

い

頭
に

つ
い
た
。

(草
稿

『第
三
篇
』
四
)

8

.
12
(金
)

直
哉

は
八
時
十

五
分

に
福
住
を
出
発
、
十
時
半
頃
、
元
箱
根
飯
田
着
。
服
部
他
之
助
、
田
村
寛
貞
、
黒
木
三
次
、
菅
佃
敏
光
、
三
浦
直
介
、

武

宮

雄

彦

と

合

流
。
松

坂

の
林

三
郎

、
三
条

公

輝

を

訪

問
。
午

後

、
水

泳

。
夜

、
服
部

に
、

ス
タ

ン
レ

イ

の
話
、
ミ

ル
ト

ン

の

.、℃
p
蠢
9
の
Φ
ぴ
o
ω
け、、
(『失
楽
園
』)

の
話
を
し

て
貰
う
。

(日
記
)

8

.
13
(土
)

直
哉
は
船

で
平
岩

の
方

に
行
き
、
水
泳
、
真
珠
取
り
な
ど
を
す
る
。
北
尾
富
烈
、
裏
松
友
光
、
松
村
務
ら
と
会
う

。
夜
、
服
部
他
之
助

に

ス
コ

ッ
ト

ラ
ン
ド

の
お
伽
噺
を
聞
く
。

(日
記
)

8

.
14

(日
)

服
部
他
之
助
は
帰
京
。
午
後
、
直
哉
、
黒
木
三
次
、
三
浦
直
介
、
菅
田
敏
光
、
武
宮
雄
彦

で

ζ
○
の
ω
ゆ
Φ
O
に
行
く

。
柳
谷
午
郎

、
松
方
義

輔
、
里
見
弾
、
吉
田
が
来
る
。

(日
記
)

8

・
15

(月
)

朝
、
直
哉
ら

一
同
、
権
現

の
森

に
舟

を

つ
な
ぐ
。
有
島

生
馬
も
来

る
。
(日
記
)

8

.
16

(火
)

朝

、
直
哉

は
、
9

8

と

Ω
=
ω
と

セ
ー
リ
ン
グ
。

(日
記
)
↓
未
定
稿
38

『小
説

「
ブ

ラ
ッ
ク

マ
ラ
イ
ヤ
」』

の
モ
デ
ル

舞

子

の
川
村

弘
が
河
口
湖

の
正
親

町
公
和

・
木

下
利
玄

に
手
紙
を
出
す
。
直
哉
と
寄

せ
書
き

の
手
紙
を
読
ん
だ
、

ア
ウ
フ
が
箱
根

に
行
き
、

次

い
で
直
哉

・
有
島

生
馬

が
箱

根

に
行
き
、
正
親

町
公
和

・
木

下
利
玄
が
箱
根

に
行

こ
う

と
し

て
い
る
と

の
記
述

あ
り
。

(『芳
舟
遺
稿
』

所
収
川
村
弘
書
簡
)

8

.
17
(水
)

朝
、
直
哉
は
、
松
方
義
輔

・
柳
谷
午
郎
と
元
箱
根
を
出
発
。
直
哉
は
福
住

に
泊
ま
る
。

(日
記
)

8

・
18
(木
)

直
哉
は
服
部
他
之
助

に
英
文

の
手
紙
を
送

る
。

(日
記
)

8

.
19
(金
)

直
哉

は
再
び

元
箱

根

へ
登
る
。
帰
京
す

る
裏
松
友
光

・
松
村

務

の
た
め
に
学
習
院
滝

で
送

別
会

。
Ω
⊆
ω
に

,9

Φ
跨

出
霞
○
①
ω
、
を
贈

る
。

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
六

一



志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
六

二

(日
記
)

舞
子

の
川
村
弘
が
東
京

の
直
哉

に
手

紙
を
出
す
。
(
『芳
舟
遺
稿
』
所
収
川
村
弘
書
簡
)

8

・
20

(土
)

午
前
、
直
哉
は
帰
京
す
る
裏
松
友
光

・
松
村
務
を
見
送
る
。
午
後

、
林
三
郎
ら

の
所

に
行

く
。

(日
記
)

8

・
21
(日
)

直
哉
は
福
住

に
滞
在
す
る
家
族
か
ら
、
今
日
帰
京
す
る

の
で
午
前
中
に
来
る
よ
う
に
と

い
う

知
ら
せ
を
受

け
、
駆
け

つ
け
る
。
五
時

す
ぎ

に
新
橋
着
。
有
島
生
馬
を
訪
問
。

(日
記
)

8

・
22
(月
)

朝
、

田
中
平

一
が
志
賀
家

に
来
宅
。
午
後
、
直
哉
は
京
橋

の
松
井

で

『俳
優
楽
屋
通
』
を
買
う
。
歌
麿

の
口
絵
、
豊
国

の
似
顔
絵
。
国
貞

の

「菊

の
丞
」

「
雪
月
花
」
を
買
う

。
真
砂
座

で
観

劇
。
コ
佼
火
雨
洞
」
「
金

の
成
る
木
」
を
見
る
。
高
田
実
な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎

年
代
記
』
坤
の
巻
)

8

・
23
(火
)

直
哉

は
、
歌
麿

の

「
人
段

目
の
道
行
」

が
欲

し

い
が
見

つ
か
ら
ず
、
尾
張
屋

で
籐

の
寝
台
と
椅
子
を
買
う
。

(日
記
)

8

・
24

(水

)

直
哉
は
腹
を
悪
く

し
、
中
井
常
次
郎

の
所
に
行
く
。
京
橋

の
須
訪

で
歌
麿

を
見
、
松
井

で
国
貞

の

「車
曳
人
形
」

の
三
枚
続
き
を
買
う
。

(日
記
)

有
島
生
馬
か
ら
疑
似
赤

痢
に
な

っ
た
と
の
葉
書

が
来

る
。
(日
記
)
(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』)

8

・
25
(木
)

直
哉
は
銀
座

で
歌
舞
伎

の
俄

の

「
五
段
目
山
崎
街
道

」
を
見
る
。
鶴

屋
団
十

郎

の
四
人
早
替

わ
り
。
(日
記
)

有
島
生
馬
が
直
哉
に
葉
書
を
書
く
。

二
十
六
日

の
消
印
。
手
紙
を
貰

っ
た
礼
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

8

・
26
(金
)

直
哉
は
木

下
利
玄

・
岩
倉

道
倶
を
訪
問
す

る
が
不
在
。
午

後
米
津
政
賢
を
訪

問
。
帰
途

、
京
橋

の
須
訪

で
歌
麿

の

「ま
く

ら
童

子
」
「
梅

忠
道
行
長
絵
」
、
豊
国

の

「
講
四
郎
」
を
買
う
。

(日
記
)

8

・
27
(土
)

直
哉

は
田
中
平

一
と
宮
戸
座

で
観

劇
。
「
刻
煙
草
浪
花
土
産
」

「鈴

ヶ
森

」
「心

中
天
網
島
」
を
見

る
。
鬼
丸
、
源
之
助

、
訥

升
、
寿
美

蔵

な
ど
。

(日
記
)
(『続
々
歌
舞
伎
年
代
記
』
坤
の
巻
)

歌
麿

の

「傾

城
」
を
買

っ
て
帰
宅
。

三
浦
直
介

・
柳
宗
悦

・
菅
田
敏
光
が
来
宅
、
三
浦

の
転
校

に

つ
い
て
相
談
。

(日
記
)



8

.
28

(日
)

直
哉
は
、
田
村
寛
貞
と
共
に
三
浦
家
に
行
き
、
三
浦
直
介

の
転
校

に

つ
い
て
父
の
三
浦
泰
輔
と
話

す
。
夜
、
米
津
政
賢

、
有
島
生
馬
も
来

宅
。

(日
記
)

木

下
利
玄

が
直
哉

に
葉
書

を
書

く
。

一
昨

日
は
塔

ノ
沢

に

い
た
の
で
留
守

に
し
た
と

の
こ
と
。

(『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

8

.
29

(月

)

有
島
生
馬

は
伊
香
保

に
行
く
。
直
哉

は
午
後

、
服
部
他
之
助

の
家

に
行
き
、
三
浦
直
介

の
こ
と

や
、
今
後
、
服
部
が
直
哉
ら

や
新
四
年
生

の
た
め
に
会
合
を
開
く

こ
と

(↓
木
曜
会
)
に

つ
い
て
話
す
。
田
申
平

一
と
柳
生
基
夫
が
来
宅
。

(日
記
)

*
こ
の
夏

か
?

服
部
他
之
助
が
、
鳥
野
幸
次
と
共

に
、
主
管

を
勤

め
る
学
習
院
中
等
学
科

三
年

生

の
有
志

(前
田
利
功
、
柳
宗
悦
、
菅
田

(の
ち
山
田
)
正
次
、
古
川
達
四
郎
、
佐
野
佐
、
岩
倉

(
の
ち
鮫
島
)
具
重
、
武
宮
雄
彦
、
柳
沢
保
承
、
松
平
定
晴
、
三
浦
直
介
)
と
監
督
役

の
黒
木

三

次
を
引
率
し

て
赤
城
旅
行
。
九
月
か
ら
、
木
曜
日

の
夕
食
後
、
赤
坂
榎
町

の
服
部
他
之
助

の
家

に
、
赤

城
旅
行

の
メ

ン
バ
ー
を
中
心
と

す

る
新
四
年
生

の
有
志
、
黒
木
三
次
、
志
賀
直
哉
を
集
め
、
英
語

の
本

の
講
義

、
泰

西

の
格

言
な
ど
に

つ
い
て
の
解

説
、
茶
菓

を
飲
食

し
な

が
ら

の
雑
談

な
ど
を
行

っ
た
。

カ
ー
ラ
イ

ル
の

..缶
興
○
Φ
ω
鋤鳧

出
興
o
煢
o
話
ぼ
b
、、
(『英
雄
崇
拝
論
』
)
、
ス
ト
ー
夫
人

の

、、C
9
δ

↓
○
日
.ω

○
鋤
び
ぎ
、、
(『
ア
ン
ク
ル

・
ト
ム
の
小
屋
』)
、

、、丶
ル
ト

ン
の

、、勺
輿
9
臼
ω①
い
○
ω熊
、
、.ω
8
隊
Φ
ω
砕
○
ヨ

く
貯
oq
『

な
ど
を
扱

っ
た
。

(三
浦
直
介

『服
部

先
生
』
.
柳
宗
悦

『恩
師
服
部
先
生
』
『自
然
と
生
活

附

追
想
録
』
)

8

.
30

(火

)

亡
母

の
命
日

の
た
め
、
直
哉

は
青

山
墓
参

。
午
後
、
木
下
利
玄
が
来
宅
。
歌
麿

の
錦
絵

、
初

代
豊
国

の
役
者

の
似
顔
絵

な
ど
を
見
せ
る
。

夜

は
泉
鏡
花

の

『起

誓
文
』

の
ス
ケ

ッ
チ

の
所
を

直
哉
が
読

み
、

『紅

葉
全
集
』
第

二
編

の

『女

の
顔
』

『花

ぐ
も
り
』

『伽
羅
も

の
語
』

を
木

下
利
玄
が
読

ん
で
批
評
す

る
。
九
時
半
頃
、
箱
根
よ
り
帰
り
が
け

の
黒
木
三
次
が
三
浦
直
介
を
連
れ

て
き

て
、
三
浦

の
転
校
に

つ
い

て
相
談
す

る
。

(日
記
)
(木
下
利
玄
日
記
)

8

.
31
(水
)

朝
、
直
哉

は
黒
木

三
次
と
共

に
服
部
他

之
助

の
家

に
行
く
。

三
浦
直
介

・
菅

田
敏
光
が

い
る
。
鏡
花

の

『柳

小
島
』

(M
37

・
9

「文
芸
倶

楽
部
」)
を
読
む
。

(日
記
)

伊
香
保

の
有
島
生
馬
が
直
哉
に
手
紙
を
書
く
。

一
日

の
消
印

。
(
『志
賀
直
哉
宛
書
簡
集
』
)

志
賀
直
哉
年
譜
考

(七
)

一
六

三


